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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カチオン変性シリカと、
　カチオン変性粘土と、
　前記カチオン性粘土及び前記カチオン性シリカと相溶性を有し、フィルムを形成する水
に不溶性のポリマーからなる結合剤と、
　を含み、
　前記カチオン変性シリカは、アルミナで安定化された水性アモルファスシリカを含むこ
とを特徴とする、インクジェット印刷後に耐水性を示す媒体用被覆剤。
【請求項２】
　前記カチオン変性粘土は、カオリンの水性分散体及びポリ第四級アミンを含むことを特
徴とする請求項１に記載の媒体用被覆剤。
【請求項３】
　カチオン性表面変性剤を更に含むことを特徴とする請求項１に記載の媒体用被覆剤。
【請求項４】
　前記結合剤は、酢酸ビニル、エチレン酢酸ビニル、アクリル酸塩、及び、アクリル酸塩
酢酸ビニルのポリマーを含む非イオン性ラテックスと、スチレンゴム（ＳＢＲ）、無水マ
レイン酸スチレン（ＳＭＡ）、及び、スチレンアクリロニトリル（ＳＡＮ）を含むスチレ
ン系材料と、カチオン性ラテックスと、弱アニオン性ラテックスと、それらの混合物とか
ら成るグループより選択されることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の媒体
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用被覆剤。
【請求項５】
　シリカに対する粘土の重量比は、約１％から約９９％であることを特徴とする請求項４
に記載の媒体用被覆剤。
【請求項６】
　シリカに対する粘土の重量比は、約１０％から約５０％であることを特徴とする請求項
５に記載の媒体用被覆剤。
【請求項７】
　シリカに対する粘土の重量比は、約２５％から約３５％であることを特徴とする請求項
６に記載の媒体用被覆剤。
【請求項８】
　結合剤に対する全粘土及びシリカの重量比は、約２０％から約８０％であることを特徴
とする請求項１に記載の媒体用被覆剤。
【請求項９】
　結合剤に対する全粘土及びシリカの重量比は、約６５％から約７５％であることを特徴
とする請求項８に記載の媒体用被覆剤。
【請求項１０】
　紫外線吸収剤／光安定剤、界面活性剤、湿潤剤、レベリング剤、流量調整剤、蛍光増白
剤、及び、光沢剤から成るグループから選択された１つ又はそれ以上の材料を更に含むこ
とを特徴とする請求項１に記載の媒体用被覆剤。
【請求項１１】
　非イオン性、カチオン性、及び、両性イオンの界面活性剤から成るグループから選択さ
れた界面活性剤を含むことを特徴とする請求項１０に記載の媒体用被覆剤。
【請求項１２】
　前記媒体用被覆剤は、脂肪族ジオールを有するレベリング剤を含むことを特徴とする請
求項１０に記載の媒体用被覆剤。
【請求項１３】
　カチオン変性シリカ、カチオン変性粘土、及び、結合剤を含み、
　前記カチオン変性シリカは、アルミナで安定化された水性アモルファスシリカを含み、
　前記結合剤は、前記カチオン性粘土及び前記カチオン性シリカと相溶性を有し、フィル
ムを形成する水に不溶性のポリマーからなり、
　２０℃で２４時間脱イオン水に浸した後のシアン、マゼンタ、黄、黒、赤、緑、及び、
青色のインクジェット印刷用インクの平均ΔＥ＊が、カチオン変性シリカを含まない対照
媒体用被覆剤の平均ΔＥ＊の８０％以内である、
　ことを特徴とする、インクジェット印刷後に耐水性を示す媒体用被覆剤。
【請求項１４】
　カチオン変性シリカ、カチオン変性粘土、及び、結合剤を含む被覆剤を基材に塗付する
段階、
　を含み、
　前記カチオン変性シリカは、アルミナで安定化された水性アモルファスシリカを含み、
　前記結合剤は、前記カチオン性粘土及び前記カチオン性シリカと相溶性を有し、フィル
ムを形成する水に不溶性のポリマーからなることを特徴とする、基材を被覆する方法。
【請求項１５】
　前記基材は、紙、フィルム、及び、スクリムから成るグループから選択されることを特
徴とする請求項１４に記載の基材の被覆方法。
【請求項１６】
　前記紙は、インクジェットプリンタを通して供給することができる合成紙を含むことを
特徴とする請求項１５に記載の基材の被覆方法。
【請求項１７】
　前記合成紙は、約６０から約５００ミクロンの厚みを有することを特徴とする請求項１
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６に記載の基材の被覆方法。
【請求項１８】
　前記合成紙は、約１５０ミクロンの厚みを有することを特徴とする請求項１７に記載の
基材の被覆方法。
【請求項１９】
　前記基材は、不織生地、織物生地、ポリエステルフィルム、ビニルフィルム、及び、ラ
テックス飽和紙から成るグループより選択された材料を含むことを特徴とする請求項１５
に記載の基材の被覆方法。
【請求項２０】
　前記基材は、ポリオレフィンを有する不織生地を含むことを特徴とする請求項１９に記
載の基材の被覆方法。
【請求項２１】
　基材と、
　カチオン変性シリカ、カチオン変性粘土、及び、結合剤を含む被覆剤と、
　を含み、
　前記カチオン変性シリカは、アルミナで安定化された水性アモルファスシリカを含み、
　前記結合剤は、前記カチオン性粘土及び前記カチオン性シリカと相溶性を有し、フィル
ムを形成する水に不溶性のポリマーからなることを特徴とする被覆された基材。
【請求項２２】
　前記カチオン変性粘土は、カオリンの水性分散体及びポリ第四級アミンを含むことを特
徴とする請求項２１に記載の被覆基材。
【請求項２３】
　前記結合剤は、酢酸ビニル、エチレン酢酸ビニル、アクリル酸塩、及び、アクリル酸塩
酢酸ビニルのポリマーを含む非イオン性ラテックスと、スチレンゴム（ＳＢＲ）、無水マ
レイン酸スチレン（ＳＭＡ）、及び、スチレンアクリロニトリル（ＳＡＮ）を含むスチレ
ン系材料と、カチオン性ラテックスと、弱アニオン性ラテックスと、それらの混合物とか
ら成るグループより選択されることを特徴とする請求項２１若しくは２２に記載の被覆基
材。
【請求項２４】
　シリカに対する粘土の重量比は、約１％から約９９％であることを特徴とする請求項２
１に記載の被覆基材。
【請求項２５】
　シリカに対する粘土の重量比は、約１０％から約５０％であることを特徴とする請求項
２４に記載の被覆基材。
【請求項２６】
　シリカに対する粘土の重量比は、約２５％から約３５％であることを特徴とする請求項
２５に記載の被覆基材。
【請求項２７】
　結合剤に対する全粘土及びシリカの重量比は、約２０％から約８０％であることを特徴
とする請求項２１に記載の被覆基材。
【請求項２８】
　結合剤に対する全粘土及びシリカの重量比は、約６５％から約７５％であることを特徴
とする請求項２７に記載の被覆基材。
【請求項２９】
　紫外線吸収剤／光安定剤、界面活性剤、湿潤剤、レベリング剤、流量調整剤、蛍光増白
剤、及び、光沢剤から成るグループから選択された１つ又はそれ以上の材料を更に含むこ
とを特徴とする請求項２１に記載の被覆基材。
【請求項３０】
　非イオン性、カチオン性、及び、両性イオンの界面活性剤から成るグループから選択さ
れた界面活性剤を含むことを特徴とする請求項２９に記載の被覆基材。
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【請求項３１】
　前記媒体用被覆剤は、脂肪族ジオールを有するレベリング剤を含むことを特徴とする請
求項２９に記載の被覆基材。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
関連出願の相互参照
本出願は、２０００年１月１９日出願の米国特許仮出願番号６０／１７７、０７４に関連
しており、その優先権を請求するものである。
（技術分野）
本発明は、通常の水性インクジェット用インクを受容し、被覆されていない紙、フィルム
、及び、他の印刷可能な基材と比較した場合に優れた品質を示す画像を形成する、紙、フ
ィルム、及び、他の印刷可能基材のための被覆製剤に関する。更に詳細には、本発明は、
印刷画像を耐水性にするカチオン変性被覆剤に関する。本発明はまた、前記被覆剤を利用
して様々な印刷可能基材を被覆する方法、及び、前記被覆剤で被覆された材料に関する。
【０００２】
（背景技術）
インクジェット法による印刷は、経済的で高品質な多色刷りの印刷物を製造するその能力
のために急成長している商業的に重要な印刷方法である。事実、インクジェット印刷の方
法論は、狭いフォーマット及び広いフォーマットの両方のグラフィックス及びフォントか
ら成るコンピュータ生成画像のカラーハードコピーを製造する時に選ばれる印刷方法にな
りつつある。インクジェット印刷法は、様々な基材上に堆積することができるインクの水
滴又は流れを電子信号が制御して方向付けする非衝撃及び非接触の印刷方法である。現在
のインクジェット印刷技術は、圧電性の圧力、熱噴出、又は、振動により、インク水滴を
小さなノズルを通して材料／媒体の表面上に押し出すことを必要とする。インクジェット
印刷法は、処理できる基材材料の多様性、及び、達成できる印刷品質及び作動速度の点で
極めて用途が広い。更に、インクジェット印刷法は、デジタル的に制御可能である。
【０００３】
上記の理由から、インクジェット印刷の方法論は、産業用のマーク付け及びラベル付けに
広く採用されてきた。更に、インクジェット印刷の方法論はまた、建築及び工学設計用途
、医療用画像化、事務用印刷（テキスト及びグラフィックスの両方）、地理画像化システ
ム（例えば、地震データ解析及び地図作製用）、及び、表示グラフィックスにおける表記
（例えば、写真再生、営業及び法廷用グラフィックス、及び、グラフィックアート）など
において使用範囲が拡大してきた。最後に、インクジェット印刷法はまた、現在では様々
な織物生地に画像を作り出すために使用され始めている。
【０００４】
このようなインクジェット用インク製剤のための着色剤として、染料及び顔料の両方が使
用されてきた。しかし、そのような材料は、インクが塗付される基材に常に十分に付着す
るとは限らない。例えば、染料は、印刷された基材が水と接触すると溶解することがある
。このように、インクジェット印刷の方法論を用いて塗布された画像は、繰り返し接触す
ると滲んだり不鮮明になる傾向を有することがあり、又は、十分な量の水性媒体に露出さ
れた場合（例えば、インクジェット印刷された物品が水に露出したり、他の手段によって
水と接触するようになる場合）、印刷表面から実際に除去されることがある。従って、特
に水性ベースのインクが前記基材上に採用される場合は、様々な基材の耐水性能力を向上
させる被覆剤が当業技術において必要である。本発明の被覆剤は、耐水性を改善するのに
特に有効であることが証明されており、本発明は、そのような必要性に向けられたもので
ある。
【０００５】
（発明の開示）
本発明によれば、インクジェット印刷のために基材上で使用される媒体用被覆剤は、カチ
オン変性粘土、カチオン変性シリカ、及び、結合剤を含む。代替的には、媒体用被覆剤は
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また、追加の添加剤を含む。特に、本発明の一実施形態では、媒体用被覆剤はまた界面活
性剤を含む。カチオン変性シリカに対するカチオン変性粘土の比率は、被覆製剤において
約１％から約９９％まで変化する。好ましくは、カチオン変性シリカに対するカチオン変
性粘土の比率は、約１０％から約５０％まで変化する。より好ましくは、カチオン変性シ
リカに対するカチオン変性粘土の比率は、約２５％から約３５％まで変化する。結合剤に
対する全カチオン変性粘土及びカチオン変性シリカの比率は、約２０％から約８０％まで
変化する。好ましくは、結合剤に対する全カチオン変性粘土及びカチオン変性シリカの比
率は、約６５％から約７５％まで変化する。
本発明の前記及び他の特徴及び利点は、開示された実施形態及び特許請求範囲の以下の詳
細説明を検討した後に明らかになるであろう。
【０００６】
（発明を実施するための最良の形態）
本発明によれば、カチオン変性粘土及びカチオン変性シリカを含む、インクジェット印刷
のための耐水性インク受容被覆剤が存在する。これらの製剤は、優れた画質及び耐水性を
与えるために、カチオン性粘土及びカチオン性シリカを結合剤と組み合わせた、オプショ
ンとして界面活性剤や他の添加剤も含む配合物を使用する。
被覆製剤は、紙、フィルム、スクリム、及び、他の印刷可能基材と共に使用してもよく、
それらは、通常の水性インクジェット用インクを受容し、被覆されていない紙、フィルム
、又は、他の基材に比べて、又は、カチオン変性粘土又はカチオン変性シリカのいずれか
で単に被覆された基材に比べて優れた品質を示す画像を形成する。被覆剤と共に使用する
のに好ましい基材には、王子油化合成紙株式会社から入手可能で、「Ｋｉｍｄｕｒａ（登
録商標）」の商品名でキンバリー・クラークから市販のものなどの合成紙として知られる
フィルムが含まれる。このような基材は、膨張したり又はしわが寄ったりするようには見
えないので、耐水性の目的のためには好ましい。特に、１５０ミクロンの厚みを有する「
Ｋｉｍｄｕｒａ（登録商標）」合成紙は、容易に使用されるであろう。約６０から約５０
０ミクロンの厚みを有するような他の「Ｋｉｍｄｕｒａ（登録商標）」材料もまた、すぐ
に使用されるであろう。このような基材は、それをインクジェットプリンタを通して容易
に送ることができる点が重要である。
【０００７】
本発明の被覆剤で被覆し得る他のフィルムには、ポリエステルフィルム及びビニルフィル
ムが含まれる。本発明の被覆剤で被覆し得る他の基材には、ラテックスで飽和した紙基材
が含まれる。更に、このような被覆剤はまた、ポリオレフィンで製造されたものなどの不
織生地、及び、織物生地に塗付されてもよい。
インクジェット媒体用被覆剤上の印刷画像は耐水性を与えられ、水に繰り返し露出された
時の画像の劣化に抵抗する。この品質は、印刷完了から数時間又は数分以内に発現される
であろう。水への露出は、印刷されたサンプルを水滴又は流水の下に置くか、又は、更に
限られた時間水中に沈めることで達成されてもよい。
【０００８】
上述の通り、本発明の被覆製剤は、カチオン変性粘土及びカチオン変性シリカの組合せを
利用する。このようなカチオン変性粘土の一例は、米国ジョージア州アトランタ所在のＥ
ＣＣ・インターナショナルから「Ａｓｔｒａ－Ｊｅｔ（登録商標）」という商品名で得ら
れるであろう。カチオン変性粘土は、カオリンの水性分散体及びポリ第四級アミンから構
成される。ＥＣＣ・インターナショナルは、一連の「Ａｓｔｒａ－Ｊｅｔ（登録商標）」
粘土を市販しているが、本発明の被覆剤のためにはこの最初の粘土組成が必要である。
【０００９】
カチオン変性シリカは、上述のものと同様のカチオン性ポリマーを含む水性シリカ分散体
から構成されるであろう。代替的には、カチオン性シリカは、カチオン性表面変性剤を有
して「Ｃａｔｉｏｎｉｃ　Ｓｙｌｏｊｅｔ　Ｐ６１２」の商品名で米国メリーランド州コ
ロンビア所在のグレース・ダビソンから販売されているカチオン性シリカゲル分散体など
の、アルミナ及び他の添加剤で安定化された水性アモルファスシリカから構成されてもよ
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ビソンから入手可能である。
カチオン変性シリカに対するカチオン変性粘土の比率は、被覆製剤において約１重量％か
ら約９９重量％まで変化してもよい。好ましくは、カチオン変性シリカに対するカチオン
変性粘土の比率は、約１０重量％から約５０重量％まで変化してもよく、より好ましくは
、カチオン変性シリカに対するカチオン変性粘土の比率は、約２５重量％から３５重量％
まで変化してもよい。
【００１０】
製剤は、更に結合剤を含む。このような結合剤は、粘土とシリカを互いに結合させること
（顔料粒子）、また、被覆剤を媒体基材に結合させることの両方に役立つ。結合剤は、ポ
リマーがカチオン性粘土及びシリカと相溶性であるという条件で、フィルムを形成し水に
不溶性の任意のポリマーから構成されてもよい。製剤に適切な結合剤には、以下に限定さ
れないが、酢酸ビニル、エチレン酢酸ビニル、アクリル酸塩、及び、アクリル酸塩－酢酸
ビニルのポリマーから成る非イオン性ラテックスが含まれる。結合剤として適切な他のポ
リマー材料には、スチレンゴム（ＳＢＲ)、スチレン無水マレイン酸（ＳＭＡ）、及び、
スチレンアクリロニトリル（ＳＡＮ）のようなスチレン系材料が含まれる。カチオン性ラ
テックスはまた、適切な結合剤として使用される場合がある。更に、弱アニオン性ラテッ
クスもまた結合剤として使用されるであろう。しかし、強アニオン性ラテックスは、他の
カチオン性材料と凝固すると思われるので、結合剤として許容できないであろう。カチオ
ン変性粘土とカチオン変性シリカとの組合せである全顔料の被覆結合剤に対する比率は、
約２０％から約８０％まで変化してもよい。好ましくは、被覆結合剤に対する全顔料の比
率は、約６５％から約７５％まで変化するであろう。
【００１１】
被覆剤の性能を改善するために、粘土、シリカ、及び、結合剤に加えてオプションの添加
剤を追加してもよい。例えば、耐光性を改善するために、紫外線吸収剤／光安定剤が追加
されるであろう。更に、界面活性剤又は湿潤剤が同様に加えられてもよい。好ましくは、
このような界面活性剤が利用される場合、界面活性剤は、非イオン性、カチオン性、又は
、両性イオン性である。例としては、共にユニオン・カーバイド製である「Ｔｒｉｔｏｎ
　Ｘ１００」及び「Ｔｅｒｇｉｔｏｌ」が含まれる。更に、脂肪族ジオールなどのレベリ
ング剤も同様に使用されるであろう。他のオプションの添加剤には、流量調整剤、及び、
蛍光増白剤及び／又は光沢剤が含まれる。
【００１２】
本発明は、以下の実施例によって更に説明される。しかし、このような実施例は、決して
本発明の精神又は範囲のいずれかを制限するようには解釈されないものとする。特に断ら
ない限り、百分率は、全て重量百分率である。様々な媒体基材上で使用される本発明の被
覆製剤の実施例は表１に表されている。また、カチオン変性シリカを有しない対照被覆製
剤の実施例は表２に記載されている。以下の「Ｓｙｌｏｊｅｔ　Ｐ６１２」シリカ材料の
粒子サイズは、約１２ミクロンである。粘土及びシリカは、水性分散体で存在する。
【００１３】
【表１】
（表１）本発明のカチオン変性粘土及びカチオン変性シリカ被覆剤の実施例（試験用に被
覆剤“Ａ”と識別されたサンプル）
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注：ａ．「Ｃａｔｉｏｎｉｃ　Ｓｙｌｏｊｅｔ　Ｐ６１２」シリカは、カチオン変性シリ
カである。
【００１４】
上述の被覆剤の目的のために、「Ｑ２　５２１１」は、ダウ・コーニングから入手された
エトキシル化ポリシロキサン界面活性剤である。「Ａｉｒｆｌｅｘ　５４０」は、エア・
プロダクツから入手可能なエチレン酢酸ビニル（ＥＶＡ）ラテックス結合剤である。この
サンプルに対する顔料対結合剤の比（Ｐ／Ｂ）は、０．７５：１であり、全固形物百分率
（％ＴＳ）は、３４．８重量％であった。
【００１５】
【表２】
（表２）本発明のカチオン変性粘土及び非変性シリカ被覆剤の実施例（試験用に被覆剤“
Ｃ”と識別されたサンプル）

注：ａ．「Ｓｙｌｏｊｅｔ　Ｐ６１２」シリカは、非カチオン変性シリカである。
【００１６】
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このサンプルに対する顔料対結合剤比（Ｐ／Ｂ)は、０．７５：１であり、全固形物百分
率（％ＴＳ）は、３２．８重量％であった。
【００１７】
ドローダウン
一般に、実施例の被覆剤の各々に対して、成分は、プラスチックビーカー及びパドル型ミ
キサーを使用して示された順に結合された。「マイヤー・ロッド」法を用いるドローダウ
ン（当業者に公知の）が、キンバリー・クラークから入手できる「Ｋｉｍｄｕｒａ（登録
商標）ＦＰＧ１５０」（１５０ミクロン用）上で２８～３０番のマイヤー・ロッドを用い
て行われ、約５．５から６．０ポンド／１３００平方フィート（２０グラム／平方メート
ルから２３グラム／平方メートル）の間の被覆重量を生み出した。次いで１０×１２イン
チサイズの被覆されたサンプルシートは、印刷及び試験を容易にするために、８．５×１
１インチサイズに切断された。
【００１８】
用いられた特定のドローダウン手順は、以下のように説明される。１枚の１０×１２イン
チの紙又はフィルムのシート（例えば、「Ｋｉｍｄｕｒａ（登録商標）ＦＰＧ１５０」）
が、平らな表面に置かれる。ワイヤを巻きつけた（マイヤー）ロッドが、そのシートの上
に置かれ、滑り止めに２キログラムの重りがロッドの両端に置かれた。被覆剤は、それが
ロッドに接触し基材の幅に亘って狭い液溜りを形成するように基材上に注がれた。基材が
ロッドの下で引き出され、被覆剤は、シートの長さに沿って均一に広げられた。異なるサ
イズのワイヤで巻かれたロッドを利用することによって、異なる被覆重量が得られてもよ
いことを理解する必要がある。
【００１９】
代替的に、被覆剤は、「エア・ナイフ」法又は「スロット・ダイ」法のような当業者に公
知の他の被覆方法を通じて基材に塗布されてもよい。他の被覆方法には、グラビアロール
被覆法及びリバースロール被覆法が含まれる。被覆剤は、約５から約４５グラム／平方メ
ートル（ｇｓｍ）までの度合で塗布されてもよい。好ましくは、被覆剤は、約１５から約
３５ｇｓｍの間で塗布されるであろう。次いでサンプルは、従来の通風乾燥器に約７５℃
で約３～５分間入れられて乾燥させられる。サンプルは、印刷の前に一晩の間、周囲の室
内条件（２０～２５℃）で保管された。
乾燥したサンプルは、次に、以下の表３～表５に示すプリンタ及び設定を用いて印刷され
た。
【００２０】
印刷
シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、黄色（Ｙ）、黒色（Ｂ）、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、及
び、青色（Ｂ）の色ブロックは、「マイクロソフト（登録商標）ＭＳペイント」のブロッ
クパターンから「Ｋｉｍｄｕｒａ（登録商標）」シート上に２×５インチのパターンで印
刷された。色ブロックは、各プリンタに設けられたインクで印刷された。白色（未印刷）
ブロックもまた２×５インチのパターンに含まれていた。使用されたプリンタには、「Ｈ
Ｐプレミアムインクジェット用紙／最良設定」の「ヒューレット・パッカード７２２Ｃ」
プリンタ、「写真品質インクジェット用紙／７２０ｄｐｉ（ドット／インチ）／自動設定
」の「エプソン８５０」プリンタ、及び、「高解像度紙／標準／色合わせ設定なし」の「
キャノン４２００」プリンタが含まれた。印刷に続いて、サンプルは、更に試験をする前
に周囲条件の下で一晩乾燥させた。印刷及び乾燥に続いて、サンプルは、それぞれの２×
５インチのブロックパターンに切り出された。
【００２１】
浸漬試験
切り出された２×５インチのサンプルは、２リットルの脱イオン水を含有する２リットル
のプラスチックビーカーに２０℃で２４時間入れられた。サンプルは、試験パターン全体
が試験の間沈められたままであるように、容器の側面にクランプ締めされた。この時間が
経過した後、サンプルは取り除かれ、「ＫｉｍＷｉｐｅｓ（登録商標）」のワイプ上に平
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らに置かれた。「ＫｉｍＷｉｐｅｓ」は、キンバリー・クラーク・コーポレーションから
入手できるワイプである。サンプルの表面は、「ＫｉｍＷｉｐｅｓ（登録商標）」のワイ
プで優しく乾かされた。サンプルは、スペクトル測定が行われる前に完全に乾かされた（
最低２～３時間）。「Ｘ－Ｒｉｔｅ（登録商標）９３８型スペクトル濃度計」がＬ*ａ*ｂ
*スペクトル測定を実行するのに使用されたが、「ＣＩＥ　ＬＡＢ」計測は、当業者に公
知のものである。「Ｘ－Ｒｉｔｅ」スペクトル濃度計は、米国ミシガン州グランドビル所
在のエックスライト・コーポレーションから入手された。測定の実施において、光源の種
類はＤ50、オブザーバは２°であった。
【００２２】
水への露出から生じる光学的軽減の度合は、Ｌ*ａ*ｂ*値を用いて定量的に測定された。
デルタＥ*は、以下の式に従って計算された。
ΔＥ*＝ＳＱＲＴ（（Ｌ*標準－Ｌ*サンプル）2＋（ａ*標準－ａ*サンプル）2＋（ｂ*標準
－ｂ*サンプル）2）
ここで、標準は、浸漬されなかったサンプルの値を表す。
デルタＥ*（以後ΔＥ*）が高いほど色の純度の変化が大きい。デルタＥ*の大きな増加は
、通常、染料の色あせ、流出、又は、滲みを示すものであろう。サンプルのＬ*ａ*ｂ*試
験を実行する時、各被覆剤の対照は、比較の基準として使用された。対照サンプル（ＳＴ
Ｄ）は、印刷されて浸漬されるのとは対照的に、それぞれの製剤で印刷されただけである
。非変性シリカが試験サンプルすなわち「製剤Ｃ」に利用された時は、染料のより広範な
滲みが観察された。
【００２３】
【表３】
（表３）ヒューレット・パッカード７２２プリンタの印刷結果
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【００２４】
【表４】
（表４）キャノン４２００プリンタの印刷結果
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【００２５】
【表５】
（表５）エプソン８５０プリンタの印刷結果
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【００２６】
カチオン性帯電粘土及びカチオン性帯電シリカの両方を含む被覆剤（「被覆剤Ａ」）の使
用は、被覆基材上にインクジェット印刷された画像の耐水性をスペクトル濃度計で測定さ
れたように向上させることをデータから見ることができる。例えば、エプソン８５０プリ
ンタからのデータを観察すると、カチオン性粘土／シリカの組合せ（被覆剤Ａ）と比較さ
れた対照（被覆剤Ｃ）の赤色ΔＥ*値は、耐光性の顕著な差を明らかにしている。
本発明は、特にその好ましい実施形態に関連して詳細に説明されたが、特許請求項に示す
本発明の精神及び範囲から逸脱することなく、本発明に多くの変更、追加、及び、削除を
行うことができる点を理解する必要がある。
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